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１．研究計画の概要 
 これまでに、主として特定領域計画研究
「茎頂根端軸の形成・維持を支配する細胞間
相互作用の解析」の支援のもとで、維管束の
連続性の促進因子としてアラビノガラクタ
ンタンパク質 xylogen、管状要素分化の阻害
因子として12個のアミノ酸からなるTDIFペ
プチド、また、維管束連続性に関わる細胞内
のシグナル伝達として小胞輸送に関連する
VAN3タンパク質、管状要素分化のマスター遺
伝子としてVND転写因子群、維管束幹細胞か
ら木部細胞への分化のトリガーとなるブラ
シノステロイドなどを単離同定してきた。興
味深いことに、これらの因子の多くはメリス
テム形成あるいはメリステム機能と関連し
ていた。本研究においては、これら因子の機
能と相互の関係を分子レベルで明らかにす
ることにより、メリステムと関連した維管束
系の形成機構の解明を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）TDIFペプチドの受容体 TDRの同定： 
 TDIF ペプチドの対する受容体を同定する
ために、in situでTDIFペプチド活性を測定
するバイオアッセイ系を開発した。このアッ
セイ系を用いて解析し、あるLRR-RLKがTDIF
の受容体である可能性が考えられた。この
LRR-RLKはTDIFと特異的に結合した。その他、
遺伝学的・生理学的実験を合わせて、この
LRR-RLKがTDIFの特異的な受容体であると結
論し、TDRと名付けた。 
（２）TDIF-TDRの発現と機能の解析 
 TDIF をコードしているシロイヌナズナ遺

伝子CLE41、CLE44のプロモーター解析とTDIF
ペプチド抗体を用いた解析により、TDIFは師
部を中心とした細胞によりつくられ、細胞外
に分泌されることが明らかとなった。一方、
TDRは前形成層に特異的に発現することが明
らかとなった。また、TDRの機能欠損変異で
は、前形成層の数が減っていた。これまでの
結果を総合して、（１）TDIF は師部から分泌
され、前形成層細胞においてTDRにより受容
される、（２）そのシグナルは、前形成層細
胞の分裂を促進するとともに、前形成層から
の木部道管への分化を抑制する、と結論した。
これは、木部と師部のシグナルのクロストー
クを示す初めての証拠となった。 
（３）TDIF-TDR下流シグナルの解析： 
 TDR 受容体の下流のシグナルカスケードを
解析した。その結果、WOX4はTDRの下流で前
形成層細胞の分裂を促進する転写因子とし
て機能していることが明らかとなった。 
（４）VAN3との相互作用因子の探索： 
 VAN3 は維管束の連続的形成を担う因子で、
ARF-GAP 活性をもつ。今回、遺伝学的解析、
yeast two hybrid 系を用いて、VAN3 と相互
作用する因子として、CVP2と新規因子VABを
同定した。細胞学的、遺伝学的解析により、
これらの因子は VAN3 の局在を制御している
と考えられた。 
（５）木部繊維と道管の分化制御の解析： 
 木部繊維細胞のマスター遺伝子 NST1 と後
生木部道管のマスター遺伝子 VND6 をエスト
ロゲン誘導型にしてシロイヌナズナ培養細
胞に導入し、形質転換細胞ラインを作成した。
これらラインを用いてマイクロアレイを行
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い、マスター遺伝子により直接支配される遺
伝子群を同定した。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
TDIF の受容体が予想以上に早く同定できた
ために、その後の解析が飛躍的に進展し、ペ
プチドによる維管束幹細胞の分裂分化制御
という新規の発見へとつながった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後、TDIF-TDRが担う維管束幹細胞の維持機
構を詳細に解析するとともに、それ以外の
CLE ペプチドの維管束形成に関する働きを明
らかにする。また、これまでの解析から細胞
内での小胞の極性輸送が維管束の連続性に
関与してきていることが明らかになってい
ることから、極性形成におけるARF-GAPの役
割を解析する。また、維管束運命の決定に関
与するマスター転写因子の機能を、その下流
遺伝子の機能を解析することで解明する。こ
れらのデータを総合して、維管束形成におけ
る情報統御の仕組みを明らかにする。 
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